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平成 28 年 11 月 

安城市 
 



  1 

5.5 

11.0 

12.0 

6.3 

19.5 

32.3 

35.3 

23.0 

40.2 

32.3 

32.7 

33.3 

18.9 

8.2 

6.8 

12.0 

15.9 

16.1 

13.2 

25.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

6.3 

8.8 

5.0 

9.6 

7.9 

5.6 

23.0 

31.7 

21.4 

40.7 

26.0 

29.8 

33.3 

5.1 

36.4 

41.9 

29.7 

53.8 

12.0 

34.8 

12.5 

5.0 

10.8 

7.1 

25.4 

19.5 

24.8 

0.4 

25.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

そう思う／賛成 どちらかと言えば そう思う／賛成

どちらとも言えない／わからない どちらかと言えば そう思わない／反対

そう思わない／反対

 

問８ 次にあげる考え方について、あなたはどう思いますか。（単数回答） 

問８の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

『賛成』…「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の合算 

『反対』…「そう思わない」と「どちらかと言えばそう思わない」の合算 

【Ａ 男性は外で働き、女性は家庭を守る方がよい】 

『賛成』が H20年度及び H23年度に４割を超えていたものの、H28年度には 29.3％と、H23年度と比べて

18.0ポイント低くなっています。一方、『反対』は H23年度に 20.0％と過去３回の調査で最も低かったもの

の、H28年度には 37.4％と 17.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国との比較 ※選択肢が異なるため、参考値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の表現について、安城市は『そう思う／そう思わない』、国は『賛成／反対』とな

っています。 

国の資料：男女共同参画社会に関する世論調査報告書（平成 28年９月調査） 
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35.3 

29.9 

28.9 

32.9 

18.3 

15.1 

17.7 

19.2 

28.7 

21.0 

23.5 

22.8 

13.0 

16.5 

15.2 

14.9 

4.7 

17.5 

14.7 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

27.5 

26.8 

19.0 

35.5 

34.3 

35.4 

26.9 

31.7 

31.3 

4.2 

3.2 

5.8 

5.8 

4.0 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20年度

H23年度

H28年度

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

【Ｂ 結婚は個人の自由だから、結婚してもしなくてもよい】 

『賛成』が H16 年度の 53.6％から H20 年度の 45.0％に低くなったものの、以降増加傾向にあり、H28 年

度には 52.1％と、H16 年度とほぼ同様な割合となっています。一方、『反対』は、H20 年度の 34.0％から減

少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ 夫は、妻や子どもを引っ張っていく方がよい】 

『賛成』は H20年度以降減少傾向にあり、H28年度には 54.4％となっています。 
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6.4 

12.1 

10.6 

7.4 

22.7 

27.5 

27.0 

27.0 

39.5 

34.4 

35.0 

35.1 

19.2 

12.5 

13.1 

12.4 

12.0 

13.6 

14.3 

18.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

9.2 

8.5 

8.3 

21.2 

19.9 

25.2 

43.2 

44.0 

40.9 

15.1 

17.7 

13.9 

11.4 

9.9 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20年度

H23年度

H28年度

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

【Ｄ 女性は結婚したら、仕事や自分自身のことより、夫や子どもなど家族中心に考えて生活した方がよい】 

『賛成』は H20年度以降減少傾向にあり、H28年度には 34.4％となっています。一方、『反対』は H20年

度以降増加傾向にあり、H28年度には 30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｅ 男性は結婚したら、仕事や自分自身のことより、妻や子どもなど家族中心に考えて生活した方がよい】 

『賛成』は H20年度以降３割前後で、『反対』は３割弱でそれぞれ推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



  4 

30.8 

29.6 

23.4 

17.1 

59.0 

53.7 

64.6 

70.6 

7.3 

15.4 

11.5 

10.7 

2.9 

1.3 

0.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男の子は男らしく、女の子は女らしく育てた方がよい

男らしさ、女らしさにとらわれず、個性を尊重するように育てた方がよい

どちらとも言えない

その他

問９ 「男の子は男らしく、女の子は女らしく」という子どもの育て方について、どのように考えま

すか。（単数回答） 

H16 年度以降「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てた方がよい」という考えは減少しており、H28

年度には 17.1％となっています。また、「男らしさ、女らしさにとらわれず、個性を尊重するように育てた

方がよい」という考えは H20年以降増加しており、H28年度には 70.6％となっています。 
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32.2 

32.6 

27.7 

67.8 

67.4 

72.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20年度

H23年度

H28年度

はい いいえ

20.5 

21.7 

21.1 

9.2 

9.5 

12.2 

11.4 

17.1 

12.2 

20.5 

10.5 

18.7 

14.7 

12.2 

10.6 

1.5 

3.9 

0.4 

5.5 

6.3 

6.9 

3.7 

6.6 

2.8 

13.2 

12.2 

15.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20年度

H23年度

H28年度

自分の健康や体力的な問題

家族の介護や看護をするため

定年・リストラ

家事や育児をする人がいなかった

結婚、出産、育児を機に家庭に入るのが当然

育児で預けられる施設（保育所や託児所）やサービスが不十分だった

結婚や育児に対する職場の制度や理解が不足していた

働き続けることに対する、配偶者・パートナーや家族の理解が得られなかった

その他

問 12 あなたは、働きたいけれど、仕事をやめざるを得なかったことはありますか。（単数回答） 

「はい」と回答した人は H28年度に 27.7％であり、H23年度と比べて減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 12で「はい」と回答した方のみ】 

問 12－１ 仕事をやめざるを得なかった理由の一番は何ですか。（単数回答） 

「家事や育児をする人がいなかった」が H28年度に 18.7％と、H23年度と比べて 8.2ポイント高くなって

います。 
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20.8 

46.6 

41.6 

8.8 

22.7 

40.0 

72.1 

4.4 

23.6 

1.9 

3.6 

4.4 

32.9 

38.2 

53.1 

11.2 

30.1 

29.6 

67.4 

6.9 

17.8 

0.5 

2.1 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがいのある仕事ができる

賃金が上がる

能力が認められた結果である

家族から評価される

自分自身で決められる

事柄が多くなる

やるべき仕事が増える

責任が重くなる

やっかみが出て足を引っ張られる

仕事と家庭の両立が困難になる

その他

特にない

わからない

【男性】安城市

【男性】国

17.8 

43.6 

48.9 

8.2 

16.0 

37.8 

76.3 

6.5 

34.6 

1.6 

3.5 

2.9 

39.5 

32.4 

55.4 

9.5 

24.1 

32.1 

65.7 

14.0 

38.3 

0.1 

1.5 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがいのある仕事ができる

賃金が上がる

能力が認められた結果である

家族から評価される

自分自身で決められる

事柄が多くなる

やるべき仕事が増える

責任が重くなる

やっかみが出て足を引っ張られる

仕事と家庭の両立が困難になる

その他

特にない

わからない

【女性】安城市

【女性】国

問 20 あなたは、管理職以上に昇進することについてどのようなイメージを持っていますか。 

（複数回答） 

 

国との比較 

国との比較で差が最も大きい項目は、男女ともに「やりがいのある仕事ができる」であり、女性が 21.7

ポイント、男性が 12.1ポイント、それぞれ国より低くなっています。国よりも大きく上回っている項目は、

女性で「賃金が上がる」「責任が重くなる」、男性で「やるべき仕事が増える」と、それぞれ 10 ポイント以

上高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の資料：女性の活躍推進に関する世論調査報告書（平成 26年８月調査） 
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0.9 

0.9 

0.5 

0.6 

4.7 

5.1 

4.5 

4.4 

7.7 

8.2 

6.6 

7.7 

53.0 

56.1 

53.4 

45.9 

25.4 

21.0 

24.2 

32.5 

8.2 

8.8 

10.8 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

女性は仕事を持たない方がよい

結婚するまでは、仕事をする方がよい

子どもができるまでは、仕事をする方がよい

子どもができたら仕事をやめ、子どもが大きくなったら再び仕事をする方がよい

結婚をしても、子どもができてもずっと仕事を続ける方がよい

その他

0.5 

4.3 

9.2 

45.1 

32.6 

8.2 

3.8 

4.8 

9.6 

52.9 

24.3 

4.6 

0% 20% 40% 60%

女性は仕事を持たない方がよい

結婚するまでは、仕事をする方がよい

子どもができるまでは、仕事をする方がよい

子どもができたら仕事をやめ、子どもが

大きくなったら再び仕事をする方がよい

結婚をしても、子どもができても

ずっと仕事を続ける方がよい

その他

【男性】安城市

【男性】国

0.4 

4.7 

6.5 

46.2 

32.2 

10.1 

2.8 

4.6 

7.4 

55.3 

28.0 

1.8 

0% 20% 40% 60%

女性は仕事を持たない方がよい

結婚するまでは、仕事をする方がよい

子どもができるまでは、仕事をする方がよい

子どもができたら仕事をやめ、子どもが

大きくなったら再び仕事をする方がよい

結婚をしても、子どもができても

ずっと仕事を続ける方がよい

その他

【女性】安城市

【女性】国

問 21 あなたは女性の仕事について、どのような形が望ましいと思いますか。（単数回答） 

H20 年度以降、「子どもができたら仕事をやめ、子どもが大きくなったら再び仕事をする方がよい」が減

少し、「結婚をしても、子どもができてもずっと仕事を続ける方がよい」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国との比較 

「結婚をしても、子どもができてもずっと仕事を続ける方がよい」について、男女ともに安城市は国を上

回っており、女性で 4.2ポイント、男性で 8.3ポイントと、男性でより差が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国の選択肢「わからない」は「その他」に合算しました。 

国の資料：男女共同参画社会に関する世論調査報告書（平成 28年９月調査） 
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70.0 

20.0 

20.0 

33.1 

26.7 

11.9 

22.5 

29.4 

23.9 

8.6 

1.9 

67.5 

28.3 

46.1 

45.0 

47.0 

26.3 

24.5 

42.1 

26.4 

22.6 

0.5 

0.9 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育所や学童クラブなど、子どもを

預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の

理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた

働き方改革

職場における育児・介護との

両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした

昇進などへの不利益な取扱いの禁止

その他

特にない

わからない

【男性】安城市

【男性】国

70.8 

21.5 

15.8 

40.6 

30.2 

8.7 

19.5 

37.3 

23.7 

6.1 

1.0 

74.8 

37.8 

47.9 

51.5 

51.6 

25.5 

27.1 

46.3 

33.5 

24.6 

0.2 

0.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育所や学童クラブなど、子どもを

預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の

理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた

働き方改革

職場における育児・介護との

両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした

昇進などへの不利益な取扱いの禁止

その他

特にない

わからない

【女性】安城市

【女性】国

問 23 女性が働き続けるために必要なことは何だと思いますか。（複数回答） 

 

国との比較 

「保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」について、男性で安城市は国を 2.5ポイン

ト上回っているものの、その他の項目及び女性の「その他」を除いた 10 項目についてはいずれも国を下回

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「特にない」及び「わからない」は、国のみの選択肢です。 

国の資料：女性の活躍推進に関する世論調査報告書（平成 26年８月調査） 
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51.2 

33.4 

36.4 

4.4 

54.2 

21.1 

9.6 

17.3 

3.8 

3.8 

7.7 

2.5 

4.7 

44.7 

37.0 

50.7 

19.5 

65.4 

23.9 

15.5 

24.5 

4.2 

4.2 

10.2 

0.6 

1.9 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

多様な視点が加わることにより、新たな

価値や商品・サービスが創造される

人材・労働力の確保につながり、社会

全体に活力を与えることができる

女性の声が反映されやすくなる

国際社会から好印象を得ることができる

男女問わず優秀な人材が活躍できる

ようになる

男女問わず仕事と家庭の両方を

優先しやすい社会になる

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男性の家事・育児などへの参加が増える

今より仕事以外のことが優先され、業務に

支障を来すことが多くなる

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる

保育・介護などの公的サービスの必要性が

増大し家計負担及び公的負担が増大する

その他

特にない

わからない

【男性】安城市

【男性】国

50.6 

19.3 

46.3 

4.1 

56.7 

31.3 

13.0 

12.8 

2.6 

2.8 

9.1 

1.8 

3.7 

41.3 

32.9 

60.0 

14.2 

64.7 

33.3 

20.6 

29.3 

4.3 

3.8 

14.0 

0.5 

1.7 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80%

多様な視点が加わることにより、新たな

価値や商品・サービスが創造される

人材・労働力の確保につながり、社会

全体に活力を与えることができる

女性の声が反映されやすくなる

国際社会から好印象を得ることができる

男女問わず優秀な人材が活躍できる

ようになる

男女問わず仕事と家庭の両方を

優先しやすい社会になる

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男性の家事・育児などへの参加が増える

今より仕事以外のことが優先され、業務に

支障を来すことが多くなる

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる

保育・介護などの公的サービスの必要性が

増大し家計負担及び公的負担が増大する

その他

特にない

わからない

【女性】安城市

【女性】国

問 24 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えると

どのような影響があると思いますか。（複数回答） 

 

国との比較 

「多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが創造される」について、男女ともに安

城市は国を上回っており、女性で 9.3ポイント、男性で 6.5ポイントとなっています。なお、男女ともに「そ

の他」を除いた 10項目についてはいずれも国を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「特にない」は、国のみの選択肢です。 

国の資料：女性の活躍推進に関する世論調査報告書（平成 26年８月調査） 
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35.8 

45.5 

47.4 

40.4 

64.2 

54.5 

52.6 

59.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

参加している 参加していない

78.5 

17.7 

22.0 

5.1 

18.4 

20.6 

20.6 

3.3 

1.3 

71.7 

11.7 

13.4 

8.1 

16.8 

16.8 

16.8 

3.2 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内会活動

PTA活動

子ども会、青少年健全育成活動

老人クラブ活動

ボランティア活動など社会奉仕活動

文化活動（趣味、教養）

スポーツ・レクリエーション活動

子育て支援活動（グループ活動を含む）

その他

H23年度

H28年度

問 25 あなたは、現在、地域の活動に参加していますか。（単数回答） 

「参加している」は H28年度に 40.4％であり、H23年度と比べて 7.0ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 あなたは、どのような地域の活動に参加していますか。（複数回答） 

【Ａ 参加している活動】 

H28年度は H23年度と比べて、「老人クラブ活動」「子育て支援活動（グループ活動を含む）」「その他」を

除いた６項目で低くなっています。 
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78.6 

97.0 

98.6 

99.1 

15.6 

2.4 

1.4 

0.7 

5.8 

0.6 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

89.5 

94.6 

95.1 

7.8 

4.3 

3.3 

2.8 

1.1 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

問 27 男性・女性に関わらず、おたずねします。あなたはこれまでに、配偶者や恋人などから次にあ

げるような行為を受けたことがありますか。（単数回答） 

【Ａ 医師の治療が必要となるくらいの暴行を受ける】 

「１、２度あった」は、H16年度以降減少しています。「何度もあった」は H23年度に 0.0％となったもの

の、H28年度には 0.2％と増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ 医師の治療が必要とならない程度の暴力を受ける】 

「１、２度あった」は、H20年度以降減少しています。「何度もあった」は H23年度に 1.1％となったもの

の、H28年度には 1.5％と増加しています。 
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65.8 

75.5 

83.0 

84.3 

20.9 

12.8 

12.2 

9.6 

13.3 

11.6 

4.7 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

73.2 

83.9 

88.7 

89.0 

17.8 

10.1 

9.3 

7.1 

9.0 

6.0 

1.9 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

【Ｃ ののしる、おどす、大声でどなるなどの言葉による暴力を受ける】 

「１、２度あった」は、H16年度以降減少しています。「何度もあった」は H23年度に 4.7％となったもの

の、H28年度には 6.2％と増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｄ 何を言っても長時間無視し続けられる】 

「１、２度あった」は、H16年度以降減少しています。「何度もあった」は H23年度に 1.9％となったもの

の、H28年度には 3.9％と増加しています。 
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86.7 

88.4 

94.3 

93.7 

8.0 

7.1 

4.4 

4.0 

5.3 

4.5 

1.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

80.6 

88.0 

94.5 

93.4 

12.2 

7.6 

3.5 

3.5 

7.2 

4.4 

1.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

【Ｅ 交友関係や電話を細かく監視される】 

「１、２度あった」は、H16年度以降減少しています。「何度もあった」は H23年度に 1.3％となったもの

の、H28年度には 2.3％と増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｆ 嫌がっているのに性的な行為を強要される】 

「１、２度あった」は、H16年度以降減少、H28年度は横ばいとなっています。「何度もあった」は H23年

度に 1.9％となったものの、H28年度には 3.1％と増加しています。 
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94.4 

95.7 

98.7 

98.7 

3.8 

3.4 

1.2 

0.9 

1.8 

0.9 

0.1 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

92.4 

94.5 

97.0 

96.8 

3.7 

3.2 

2.1 

1.2 

3.9 

2.3 

1.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

全く無い １、２度あった 何度もあった

【Ｇ 見たくないのに、アダルトビデオなどを見せられる】 

「１、２度あった」は、H16年度以降減少しています。「何度もあった」は H23年度に 0.1％となったもの

の、H28年度には 0.4％と増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｈ 生活費を渡されない】 

「１、２度あった」は、H20年度以降減少しています。「何度もあった」は H23年度に 1.0％となったもの

の、H28年度には 2.0％と増加しています。 
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47.6 

40.7 

43.1 

55.6 

22.4 

20.6 

23.1 

28.6 

23.6 

26.0 

26.3 

23.3 

6.3 

12.8 

7.5 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

だれにも相談しなかった 親や親戚などの身内 友人、知人 その他

※上位３項目を除いた選択肢は「その他」として合計し、表示しています。

【問 27で「１、２度あった」「何度もあった」に１つでも○をつけた方のみ】 

問 27－１ そのような行為を受けた後、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談したりしましたか。（複数回答） 

「だれにも相談しなかった」は H28 年度に 55.6％と H20 年度以降増加しており、H23 年度と比べて 12.5

ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上位３項目を除いた選択肢は「その他」として合計し、表示しています。  
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19.4 

16.6 

10.0 

11.0 

45.1 

36.0 

36.8 

42.4 

28.1 

35.7 

42.5 

34.4 

6.2 

9.8 

7.2 

8.8 

1.2 

1.9 

3.6 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

問 29 あなたは、次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。あなたの気持ちに

最も近いものをお答えください。（単数回答） 

問 29の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

『男性優遇』…「男性の方が優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合算 

『女性優遇』…「女性の方が優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」を合算 

【Ａ 家庭生活で】 

「男女平等である」は H20 年度以降増加傾向にあったものの、H28 年度には 34.4％と H23 年度と比べて

8.1ポイント低くなっています。一方、『男性優遇』は H16年度以降減少傾向にあったものの、H28年度には

53.4％と H23年度と比べて 6.6ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同様の比較を行うため、H20年度、H23年度及び H28年度の「わからない」は、母数から除外して再

計算しています。このため、次の「国の比較」の「安城市（H28年度）」のデータとは異なります。 
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10.2 

7.8 

12.0 

9.6 

7.4 

5.6 

39.1 

35.7 

44.7 

40.7 

32.6 

29.8 

31.7 

47.4 

26.9 

41.9 

38.2 

53.8 

8.1 

5.9 

6.2 

5.0 

10.0 

7.1 

3.1 

0.8 

2.8 

0.4 

3.7 

1.4 

7.8 

2.4 

7.4 

2.5 

8.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

国との比較 

「男女平等である」は、安城市は国と比べて全体、男性、女性のいずれも 15.0 ポイント以上低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の資料：男女共同参画社会に関する世論調査報告書（平成 28年９月調査） 
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11.8 

12.3 

7.5 

9.3 

38.2 

34.5 

35.0 

41.1 

40.6 

42.7 

50.5 

40.0 

8.1 

9.4 

5.9 

8.0 

1.3 

1.1 

1.1 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

7.4 

6.8 

9.0 

7.4 

4.7 

6.1 

32.9 

26.7 

38.2 

29.3 

25.7 

23.7 

32.0 

47.2 

23.7 

44.8 

42.8 

50.0 

6.4 

10.5 

5.8 

9.8 

7.6 

11.3 

1.3 

1.3 

1.0 

1.3 

1.8 

1.4 

19.9 

7.5 

22.3 

7.4 

17.3 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

【Ｂ 地域活動や地域社会で】 

「男女平等である」は H16 年度以降増加傾向にあったものの、H28 年度には 40.0％と H23 年度と比べて

10.5 ポイント低くなっています。一方、『男性優遇』は H16 年度以降減少傾向にあったものの、H28 年度に

は 50.7％と H23年度と比べて 8.2ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同様の比較を行うため、H20年度、H23年度及び H28年度の「わからない」は、母数から除外して再

計算しています。このため、次の「国の比較」の「安城市（H28年度）」のデータとは異なります。 

 

国との比較 

「男女平等である」は、安城市は国と比べて全体で 15.2ポイント、女性で 21.1ポイント、男性で 7.2ポ

イント、それぞれ低くなっています。また、安城市の女性で『男性優遇』が国と比べて 10.5 ポイント高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の資料：男女共同参画社会に関する世論調査報告書（平成 28年９月調査） 
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7.6 

4.8 

1.9 

3.9 

19.7 

15.3 

13.6 

14.4 

67.5 

71.1 

77.0 

74.4 

4.6 

7.3 

5.7 

5.4 

0.6 

1.5 

1.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

3.0 

2.5 

3.7 

3.1 

1.9 

1.6 

11.3 

13.5 

12.8 

15.6 

9.4 

11.0 

58.4 

66.4 

56.0 

63.3 

61.0 

70.1 

4.3 

2.9 

3.7 

2.7 

5.3 

3.1 

1.5 

0.3 

0.2 

0.2 

3.2 

0.4 

21.5 

14.4 

23.7 

15.0 

19.3 

13.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

【Ｃ 学校教育の場で】 

「男女平等である」は H16 年度以降増加傾向にあったものの、H28 年度には 74.4％と H23 年度と比べて

2.6ポイント低くなっています。一方、『男性優遇』は H16年度以降減少傾向にあったものの、H28年度には

53.4％と H23年度と比べて 2.8ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同様の比較を行うため、H20年度、H23年度及び H28年度の「わからない」は、母数から除外して再

計算しています。このため、次の「国の比較」の「安城市（H28年度）」のデータとは異なります。 

 

国との比較 

「男女平等である」は、安城市は国と比べて全体で 8.0ポイント、女性で 7.3ポイント、男性で 9.1ポイ

ント、それぞれ低くなっています。また、安城市の男性で『女性優遇』が国と比べて 5.0ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の資料：男女共同参画社会に関する世論調査報告書（平成 28年９月調査） 
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26.5 

27.1 

14.1 

17.6 

44.3 

43.9 

43.4 

48.3 

19.4 

23.1 

34.4 

24.2 

7.9 

4.8 

5.8 

7.7 

1.9 

1.1 

2.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

15.7 

15.1 

19.0 

16.7 

11.1 

13.3 

43.0 

41.5 

45.5 

41.0 

39.3 

42.0 

21.5 

29.7 

16.8 

28.2 

27.6 

31.6 

6.8 

4.1 

5.7 

3.0 

8.2 

5.3 

2.0 

0.6 

1.0 

0.4 

3.4 

0.9 

11.1 

9.0 

11.9 

10.8 

10.3 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

【Ｄ 職場で】 

「男女平等である」は H16 年度以降増加傾向にあったものの、H28 年度には 24.2％と H23 年度と比べて

10.2ポイント低くなっています。一方、『男性優遇』は H23年度に減少したものの、H28年度には 65.9％と

H23年度と比べて 8.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同様の比較を行うため、H20年度、H23年度及び H28年度の「わからない」は、母数から除外して再

計算しています。このため、次の「国の比較」の「安城市（H28年度）」のデータとは異なります。 

 

国との比較 

「男女平等である」は、安城市は国と比べて全体で 8.2ポイント、女性で 11.4ポイント、男性で 4.0ポ

イント、それぞれ低くなっています。また、安城市の女性で『男性優遇』が国と比べて 6.8ポイント高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の資料：男女共同参画社会に関する世論調査報告書（平成 28年９月調査） 
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33.1 

25.5 

19.5 

22.6 

52.1 

50.9 

51.2 

56.5 

11.1 

18.9 

25.6 

16.7 

3.6 

4.0 

2.9 

3.3 

0.1 

0.7 

0.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

20.1 

17.6 

25.1 

18.4 

13.1 

16.7 

50.2 

52.8 

52.3 

53.5 

47.7 

51.9 

14.8 

21.8 

9.4 

19.8 

21.9 

24.2 

2.9 

2.8 

1.8 

2.5 

4.3 

3.1 

0.9 

0.4 

0.4 

0.4 

1.6 

0.4 

11.1 

4.6 

11.0 

5.4 

11.5 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

【Ｅ 社会通念・慣習・しきたりなどで】 

「男女平等である」は H20 年度以降増加傾向にあったものの、H28 年度には 16.7％と H23 年度と比べて

8.9ポイント低くなっています。一方、『男性優遇』は H16年度以降減少傾向にあったものの、H28年度には

79.1％と H23年度と比べて 8.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同様の比較を行うため、H20年度、H23年度及び H28年度の「わからない」は、母数から除外して再

計算しています。このため、次の「国の比較」の「安城市（H28年度）」のデータとは異なります。 

 

国との比較 

「男女平等である」は、安城市は国と比べて全体で 7.0ポイント、女性で 10.4ポイント、男性で 2.3ポ

イント、それぞれ低くなっています。また、安城市の女性で『男性優遇』が国と比べて 5.5ポイント高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の資料：男女共同参画社会に関する世論調査報告書（平成 28年９月調査） 
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17.2 

15.6 

11.1 

12.0 

39.6 

37.3 

30.9 

44.0 

36.5 

38.5 

50.3 

36.9 

6.2 

6.9 

6.6 

5.2 

0.5 

1.7 

1.2 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

10.2 

10.6 

14.3 

12.3 

5.1 

8.6 

37.2 

34.7 

41.2 

39.3 

32.4 

29.2 

31.2 

40.8 

23.5 

34.0 

40.1 

48.9 

4.4 

5.0 

3.2 

4.2 

5.9 

5.9 

1.7 

0.7 

0.2 

0.3 

3.7 

1.1 

15.4 

8.3 

17.5 

10.0 

12.8 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

【Ｆ 法律や制度の上で】 

「男女平等である」は H16 年度以降増加傾向にあったものの、H28 年度には 36.9％と H23 年度と比べて

13.4 ポイント低くなっています。一方、『男性優遇』は H16 年度以降減少傾向にあったものの、H28 年度に

は 56.0％と H23年度と比べて 14.0ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同様の比較を行うため、H20年度、H23年度及び H28年度の「わからない」は、母数から除外して再

計算しています。このため、次の「国の比較」の「安城市（H28年度）」のデータとは異なります。 

 

国との比較 

「男女平等である」は、安城市は国と比べて全体で 9.6ポイント、女性で 10.5ポイント、男性で 8.8ポ

イント、それぞれ低くなっています。また、安城市の女性で『男性優遇』が国と比べて 3.9ポイント高くな

っています。 
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30.5 

33.5 

28.6 

26.2 

49.7 

43.4 

41.0 

52.8 

19.1 

22.1 

29.4 

19.1 

0.6 

0.4 

0.6 

1.3 

0.1 

0.5 

0.4 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

22.7 

27.1 

28.7 

30.0 

14.1 

23.7 

45.9 

46.3 

46.6 

47.9 

45.2 

44.4 

16.6 

18.9 

9.8 

14.6 

25.5 

24.0 

1.1 

2.0 

0.4 

1.2 

1.9 

2.8 

0.6 

0.3 

0.0 

0.2 

1.3 

0.4 

13.1 

5.4 

14.5 

6.0 

12.0 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安城市（H28年度）

国（H28年度）

安城市（女性）

国（女性）

安城市（男性）

国（男性）

【性別】

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

男女平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

【Ｇ 政治の場で】 

「男女平等である」は H20 年度以降増加傾向にあったものの、H28 年度には 19.1％と H23 年度と比べて

10.3 ポイント低くなっています。一方、『男性優遇』は H16 年度以降減少傾向にあったものの、H28 年度に

は 79.0％と H23年度と比べて 9.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※同様の比較を行うため、H20年度、H23年度及び H28年度の「わからない」は、母数から除外して再

計算しています。このため、次の「国の比較」の「安城市（H28年度）」のデータとは異なります。 

 

国との比較 

「男女平等である」は、安城市は国と比べて全体で 2.3ポイント、女性で 4.8ポイントそれぞれ低く、男

性で 1.5ポイント高くなっています。 
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36.1 

22.4 

19.0 

12.1 

42.2 

50.4 

49.1 

49.0 

18.8 

23.7 

26.4 

30.7 

2.8 

3.5 

5.5 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

ある まあまあある あまりない 全くない

1.3 

2.1 

2.2 

1.8 

29.7 

37.3 

29.4 

32.5 

29.4 

17.5 

19.9 

14.2 

12.6 

2.8 

3.9 

3.2 

27.1 

40.4 

44.6 

48.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

十分反映されている ある程度反映されている

あまり反映されていない ほとんど反映されていない

わからない

問 30 あなたは、社会問題や市政について関心がありますか。（単数回答） 

問 30の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

『ある』…「ある」と「まあまあある」を合算 

『ない』…「全くない」と「あまりない」を合算 

『ある』は H16 年度以降減少傾向にあり、特に「ある」は H28 年度には 12.1％と H16 年度と比べて約３

分の１となっています。反面、『ない』は H16 年度以降増加傾向にあり、特に「全くない」は H28 年度には

8.2％と H16年度と比べて約３倍となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H16年度の「ふつう」は、母数から除外しています。 

 

問 31 市の施策に女性の意見や考え方が反映されていると思いますか。（単数回答） 

問 31の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

『反映されている』…「十分反映されている」と「ある程度反映されている」を合算 

『反映されていない』…「ほとんど反映されていない」と「あまり反映されていない」を合算 

『反映されている』『反映されていない』は H16年度以降増減を繰り返している一方で、「わからない」は

増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H16年度の「全く反映されていない」、H23年度の「ふつう」、H28年度の「その

他」は、母数から除外しています。 
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28.4 

29.3 

37.3 

36.9 

27.2 

20.0 

29.5 

31.2 

9.5 

13.7 

5.5 

7.6 

12.9 

12.0 

9.7 

8.3 

18.4 

20.9 

12.0 

10.2 

2.0 

1.4 

3.7 

3.8 

1.7 

2.6 

2.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16年度

H20年度

H23年度

H28年度

市議会や行政などの政策方針決定の場に女性が少ないから

女性の意見や考え方に対して、行政側の関心が薄いから

女性からの働きかけが十分でないから

女性の意見や考え方が期待されていないから

女性自身の関心や意識が薄いから

わからない

その他

【問 31で「あまり反映されていない」または「ほとんど反映されていない」と答えた方のみ】 

問 31－１ 市の施策に女性の意見や考え方が反映されていないと思われる理由は何ですか。（単数回答） 

H23年度以降、「女性自身の関心や意識が薄いから」は減少し、「市議会や行政などの政策方針決定の場に

女性が少ないから」「女性の意見や考え方に対して、行政側の関心が薄いから」が増加傾向にあります。 
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44.5 

16.6 

9.3 

37.3 

80.9 

83.9 

6.5 

66.6 

36.1 

18.0 

40.3 

80.1 

39.3 

42.2 

82.1 

4.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会

女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

ジェンダー

（社会的・文化的に形成された性別）

男女雇用機会均等法

女性活躍推進法

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

ＤＶ（配偶者からの暴力）

見たり聞いたりしたものはない

わからない

安城市（H28年度）

国（H28年度）

※「女性活躍推進法」「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」及び「わからない」は、国のみの選択肢です。

※安城市（H28年度）は、「不明・無回答」を除いた結果です。

問 33 次の言葉のうち、あなたが見たり聞いたりしたことがあるものを教えてください。（複数回答） 

 

国との比較 

国との比較で差が大きい項目は、「男女共同参画社会」が 22.1 ポイント、次いで、「女子差別撤廃条約」

が 19.5ポイント、それぞれ低くなっています。 
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